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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

一 般 平 面 図 ( 具 同 )
S = 1 : 2 , 0 0 0

凡 例
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３ 丁目具同田 黒

具 同 ３丁 目具同田黒

消火 栓設置

対 象 図 面

配 管 詳 細 図 3 - 1

配 管 詳 細 図 3 - 2

配 管 詳 細 図 3 - 3

小 計

合 計

φ 2 0 0

9 5 . 8 m

1 9 . 6 m

1 9 . 8 m

1 . 2 m

1 3 9 . 7 m

1 3 5 . 2 m

φ 5 0

1 . 2 m

φ 3 0 0

3 . 3 m

3 . 3 m

-

施 工 済

(仮舗装区間、本舗装復旧工事)

(仮舗装区間、本舗装復旧工事)

--

-

令和 4年度施工済区間

令和 5年度施工済区間

配管詳細図3 - 2
配管詳細図 3 - 3令和７年度施工区間 L = 1

3 9 .
7 m

配管詳細図 3 - 1



1 : 5 0 0配 管 詳 細 図 3 - 1 ( 1 )
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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

横 断 図
S = 1 : 1 0 0

A - 1 5
2 - 2

A S
A S

歩 道

既設管V Pφ 1 0 0 ( 1 9 8 5 )

H = 1 . 0 (推定 )

既設管D C I Pφ 2 0 0 ( 1 9 7 5 )

H = 0 . 5 7※布設替対象

新設管D I P . G X
φ 2 0 0  H = 0 . 6

N T Tケーブル H = 1 . 3 5

配 管 詳細 図 3 - 1 ( 1 )

平 面 図
S = 1 : 5 0 0

凡 例

配 水 管

新 設 管

N T T

※管種 は、G X形ダクタイ ル鋳鉄管S種管 (粉体 塗装)を使用す る事。

※ダクタイル鋳 鉄管の切 口加工部 は、切管端 面部を専 用塗料で 塗装する事。

※道路埋設部 には、埋設 表示シー トを布設 する事。

※異形管挿し口 を接合す る直管受 け口及び、 表に示す 一体化長 さの範囲内に

※ダクタイル鋳 鉄管、異 形管類は ポリエチレ ンスリー ブで被覆 する事。

ある直 管受口に はG X形ライナを 設置する事 。

※既設管の管種 ・口径・ 深度・位 置等は推定 のため、 試掘を行 い確認する事。

口 径
曲 管 角 度

9 0≧θ ＞ 4 5 4 5 ≧θ ＞ 2 2 . 5

Ｔ 字 管 部

本 管 枝 管

管 端 部

仕 切 弁 部

φ 2 0 0 4 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 5 . 5 m

2 2 . 5 ≧θ

1 . 0 m

9 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 mφ 1 0 0 1 . 0 m

φ 7 5 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 7 . 5 m1 . 0 m

送 水 管

グ
リ

ー
ン

ハ
イ

ツ
西
村

高知 マツダ

ネッツトヨタ高知

池田川橋 L = 1 0 . 4  W = 2 . 0 + 6 . 0 + 2 . 0

池田川

A

A
A - 3

A - 4

A - 5

A - 7

A - 8

A - 9

A - 1 1

A - 1 0

A - 1 2

A - 1 3

A - 1 9

H

A - 2

A - 1

H

A - 1 4

配管
詳細図 3 -

2
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区
画

線復旧( W
= 1

5 0
,白

)  
L =

1 5
. 3

m

区
画線

復旧( W
= 1

5 0
, 白

)  
L =

2 3
. 6

m

区画線復旧( W = 4 5 0 ,白 )  L = 3 . 0 m× 3本 = 9 . 0 m

区画線復旧( W = 4 5 0 ,緑 )  L = 3 . 0 m× 4本 = 1 2 . 0 m
区画線復旧( W = 4 5 0 ,白 )  L = 2 . 7 m

区画線復旧( W = 2 0 0 ,白 )  L = 3 . 2 m× 2本 = 6 . 4 m
区画線復旧( W = 4 5 0 ,白 )  L = 3 . 0 m× 3本 = 9 . 0 m

区画線復旧(自転車,白 ,文字換算W 1 5 0 )  L = 1 . 8 m

区画線復旧( W = 1 5 0 ,黄 )  L = 2 . 0 m× 1本 = 2 . 0 m

配
管 詳 細 図 3 -

3

A - 1 8

施 工 済

測 点 短 距 離 追 加 距 離

A - 1 0

3 . 53 . 5

1 8 . 71 5 . 2

A - 1 1

A - 1 2

2 1 . 73 . 0A - 1 3

A - 1 4 1 . 9 2 3 . 6

A - 1 5 3 5 . 1 5 8 . 7

A - 1 6 3 3 . 0 9 1 . 7

A - 1 7 3 . 6 9 5 . 3

0 . 0

土工断面3 - 8  L = 3 . 6 m

(本
舗装

復
旧工

事
施工

済
区間)

(本
舗装

復
旧工

事
区間

)

(本舗装復旧 工事区間)

(本舗装復旧工事区 間)

区画線集計(配管詳細図3 - 1 )

区 画 線 ( 白 色 、 W 1 5 0 ) 　 L = 1 5 . 3 + 2 3 . 6 ＝ 3 8 . 9 m

区 画 線 ( 白 色 、 W 2 0 0 ) 　 L = 6 . 4 m

区 画 線 ( 白 色 、 W 4 5 0 ) 　 L = 9 . 0 + 9 . 0 = 1 8 . 0 m

区 画 線 ( 黄 色 、 W 1 5 0 ) 　 L = 2 . 0 m

区 画 線 ( 緑 色 、 W 4 5 0 ) 　 L = 1 2 . 0 m

区 画 線 ( 白 色 、 自 転 車 マ ー ク 、 文 字 換 算 W 1 5 0 ) 　 L = 1 . 8 m
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工事 種別

図面 名称
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設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

S = 1 : 5 0
詳 細 3
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4 5 ° ( H B )

4 5 ° ( H B )

配 管 詳 細 図 3 - 2

4 5 ° ( V B ) - 2

4 5 ° ( V B ) - 2

配 管 詳細 図 3 - 1 ( 2 )口 径
曲 管 角 度

9 0≧θ ＞ 4 5 4 5 ≧θ ＞ 2 2 . 5

Ｔ 字 管 部

本 管 枝 管

管 端 部

仕 切 弁 部

φ 2 0 0 4 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 5 . 5 m

2 2 . 5 ≧θ

1 . 0 m

9 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 mφ 1 0 0 1 . 0 m

φ 7 5 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 7 . 5 m1 . 0 m

S = N O N

管 割 図

(1
)

1 6
- 1

)
3 .

0 2
6

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 2 2 ・ 1 / 2 °  L = 0 . 4 5 0 m

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 2 2 ・ 1 / 2 °  L = 0 . 4 5 0 m

A - 1 1

A - 1 0

G X 形 ラ イ ナ  φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

(1 6 - 2
)

1 . 7 4 0

H

H

( ※ 設 置 場 所 に つ い て は 、 監 督 職 員 と 協 議 す る 事 )

G X 形 両 受 曲 管  φ 2 0 0 × 2 2 ・ 1 / 2 °  L = 0 . 1 6 0 m

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 2 2 ・ 1 / 2 °  L = 0 . 4 5 0 m

A - 1 3

A - 1 4

A - 1 5

( 1
0 )

( 5
)～

( 9
)

( 4
)

( 1
5 )

( 1
8 -

1 )

4 .
0 0

0

( 1
9 -

2 )

1 .
8 6

6

( 1
1 )

～
( 1

4 )

配
管

詳
細

図
3 -

2
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. G
X φ

2 0
0 )

既
設

配
水

管
D C

I P
φ

2 0
0

H =
0 .

6 m
( 推

定
)

( 1 9 - 1 )
2 . 0 9 6

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 4 5 °  L = 0 . 5 3 0 m

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 4 5 ° ( V B )  L = 0 . 5 3 0 m

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 4 5 ° ( V B )  L = 0 . 5 3 0 m

A - 1 6

G X 形 ラ イ ナ  φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

H
= 1

.
4 m

既
設

管
V P

φ
7
5

既
設

配
水

管
D C

I P
φ

2 0
0

H =
0 .

6 m
( 推

定
)

既
設

配
水

管
D C

I
P φ

1
5 0

H
= 0 .

6
m

G X 形 ラ イ ナ  φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

測 点 短 距 離 追 加 距 離

A - 1 0

3 . 53 . 5

1 8 . 71 5 . 2

A - 1 1

A - 1 2

2 1 . 73 . 0A - 1 3

A - 1 4 1 . 9 2 3 . 6

A - 1 5 3 5 . 1 5 8 . 7

A - 1 6 3 3 . 0 9 1 . 7

A - 1 7 3 . 6 9 5 . 3

( A - 1 6 + 0 . 8 m ) 既 設 管 φ 2 0 0 , H = 0 . 6

下 越 し  詳 細 3

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 4 5 ° ( V B )  L = 0 . 5 3 0 m

G X 形 曲 管  φ 2 0 0 × 4 5 ° ( V B )  L = 0 . 5 3 0 m

A - 1 7

番 号 口 径 切 管 組 み 合 わ せ 有 効 長

※ 　 は 切 断 位 置

残 管 長 計 切 断 管 種

鋳鉄管切管調書

2 0 0 S 種( 1 6 )

2 0 0 S 種( 1 8 )

( 1 ～ 1 5 ) 2 0 0 5 . 0 0 0 0 . 0 0 0 5 . 0 0 0 0 S 種

( 1 ～ 1 5 )

5 . 0 0 0

2 0 0 S 種( 1 9 )

2 0 0 S 種( 1 7 )

G X . D C I P φ 2 0 0 : 直管 L = 5 . 0 0 0 m

詳
細

3

4 . 7 6 6 0 . 2 3 4 5 . 0 0 0 2

4 . 0 0 0 1 . 0 0 0 5 . 0 0 0 1

3 . 9 6 2 1 . 0 3 8 5 . 0 0 0 2

4 . 0 0 0

( 1 8 - 1 )

3 . 0 2 6

( 1 6 - 1 )

1 . 7 4 0

( 1 6 - 2 )

2 . 0 9 6

( 1 9 - 1 )

1 . 8 6 6

( 1 9 - 2 )

G X 形 浅 層 埋 設 形 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 付 T 字 管 ( 7 . 5 K )  φ 2 0 0 × φ 7 5  L = 0 . 5 5 0 m

G F ・ R F 兼 用 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 接 合 材 φ 7 5 ・ 7 . 5 K  N = 1 枚 、 ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ ﾅ ｯ ﾄ  N ＝ 1 組

G X 形 ラ イ ナ  φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m
G X 形 両 受 曲 管  φ 2 0 0 × 4 5 °  L = 0 . 2 4 0 m

消 火 栓 ボ ッ ク ス ( 角 型 )

0 . 0

令
和

4 年
度

施
工

済
区

間

( D
I P

. G
X φ

2 0
0  

H =
0 .

6 )

メ カ 形 キ ャ ッ プ ( 鋳 鉄 管 用 )  φ 2 0 0  撤 去

(2
)

( 3
)

A - 1 2
( 1

7 -
1 )

2 .
7 1

1

G X 形 継 ぎ 輪  φ 2 0 0  L = 0 . 2 5 0 m

2 . 7 1 1

( 1 7 - 1 )

2 . 7 1 1 2 . 2 8 9 5 . 0 0 0 1

※管種 は、G X形ダクタイ ル鋳鉄管S種管 (粉体 塗装)を使用す る事。

※ダクタイル鋳 鉄管の切 口加工部 は、切管端 面部を専 用塗料で 塗装する事。

※道路埋設部 には、埋設 表示シー トを布設 する事。

※異形管挿し口 を接合す る直管受 け口及び、 表に示す 一体化長 さの範囲内に

※ダクタイル鋳 鉄管、異 形管類は ポリエチレ ンスリー ブで被覆 する事。

ある直 管受口に はG X形ライナを 設置する事 。

※既設管の管種 ・口径・ 深度・位 置等は推定 のため、 試掘を行 い確認する事。

耐 震 型 補 修 弁  φ 7 5 × 1 5 0 H ( ﾎ ﾞ ｰ ﾙ ･ ﾚ ﾊ ﾞ ｰ 式 、 F C D )

G F ・ R F 兼 用 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 接 合 材 φ 7 5 ・ 7 . 5 K  N = 1 枚 、 ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ ﾅ ｯ ﾄ  N ＝ 1 組

地 下 式 単 口 消 火 栓  φ 7 5 ( S U S )

合 計 4.5 61 6

G - L i n k

土 工 断 面 3 - 5  L = 3 . 6 0 m

A
-
1
7

A
-
1
6

3 9 7 5

2 2 7 0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

9
7
5

5 3 0 8 0 0 9 0 5



1 : 2 0配 管 詳 細 図 3 - 1 ( 3 )
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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

S = 1 : 2 0

※県道 横断部の舗装復 旧幅について 、W = 2 . 0 mを標準とす る。
※縦断占用する 場合の復旧 幅Ｗは、 1車線分もし くは自歩道 全幅以上とする。

掘 削 断 面 図

配 管 詳細 図 3 - 1 ( 3 )

土工断面 3 - 1

県道  車道縦断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 5  φ 2 0 0

本復旧 ( 1車線復旧)

※県道車道埋設深 度は、舗装厚+ 0 . 3 m確保する。( H = 0 . 6 5 m )

※県道歩 道埋設深度は 、最小土被りの H = 0 . 6 mする。

県道 歩道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6  φ 2 0 0

掘削 時 仮復旧

路盤工(M - 3 0 )

A S再生密粒度

埋設表示シート

入替砕石( R C - 4 0 )

本復旧 (歩 道全面復 旧)

路盤工( M - 3 0 )

A S再生密粒度

土工断面3 - 4土工断面 3 - 3

県道  車道縦断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 5  φ 2 0 0

掘削 時 仮 復旧

S
=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

入替砕石( R C - 4 0 )

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

埋設表示シート

路 盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒 度

本復旧

埋設表示シート

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6  φ 2 0 0

土工断面3 - 5

φ 2 0 0

埋設表示シート

県道  車道横断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 5  φ 1 5 0

土工断面3 - 6

県道  車道横断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 5  φ 2 0 0

本復旧

土工断面3 - 8

上層 路 盤 工 ( M - 3 0 )

埋 設 表 示 シ ー ト

入 替 砕 石 ( R C - 4 0 )

φ 1 5 0

A S 再 生 密 粒度

下 層 路 盤工 ( R C - 4 0 )

D I P . G X

掘削 時 仮復旧

本 復旧

配 水 管

D I P . G X

1 3 1 6

1 1 4 3

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

掘削時 仮復旧

A S 再 生 密 粒 度

上 層路 盤 工 ( M - 3 0 )

下層 路 盤 工 ( R C - 4 0 )

埋 設 表 示 シ ー ト

入 替 砕 石 ( R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(RC - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

本復旧 ( 1車線復旧)

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

掘削時 仮復旧

AS再生密粒度

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(RC - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(RC - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

掘削 時 仮復旧

A S 再 生密 粒 度

上 層 路 盤工 ( M - 3 0 )

下 層 路 盤 工 ( R C - 4 0 )

埋 設 表 示 シー ト

入 替 砕 石 ( R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(R C - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

φ 1 5 0

下層路盤工(R C - 4 0 )

D I P . G X

1 1 4 3

上層路盤工(M- 3 0 ) 1 3 1 6

（本復旧のみ実施、A S舗装片切） （本復 旧のみ実施 、A S舗装両切） （本復旧のみ実施、 A S舗 装両切）

W = 3 5 0 0 ( 一車線幅平均)

6 0 0

3
0

1
1
0

8
2
0

6 0 0

2
2
0

6
0
0

1
0
0 4
0

1
4
0

W = 1 6 0 0 ( 自歩道全幅平均)

2 5 0 6 0 0 2 5 0

6 0 0

6
8
0

4
0

1
0
0

8
2
0

1 1 0 0

2 5 0 6 0 0 2 5 0

1 1 0 0

1
0
0 4
0

1
4
0

1
1
03
0

2 0 0 0

1 5 5 0

2 0 0 0

表層 : A S 再生密粒度

基層 : A S 再生粗粒 度

7
8
0

4
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

1 6 5 0

5 2 56 0 05 2 5

1 4 8 9

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

7
7
0

1
0
0

2
2
0

6
5
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

5 2 56 0 0

1 4 8 9

7
7
0

5
0 5
0

2
2
0

6
5
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

5 2 5

W = 3 7 0 0 ( 一車線幅平均)
6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

1 6 5 0

5 2 56 0 05 2 5

1 4 8 9

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

7
7
0

1
0
0

2
2
0

6
5
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

5 2 56 0 0

1 4 8 9

7
7
0

5
0 5
0

2
2
0

6
5
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

5 2 5

2
2
0

6
0
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

1 6 5 0

5 2 56 0 05 2 5

1 4 8 9

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

7
7
0

1
0
0

2
2
0

6
5
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

6 0 0

1 4 8 9

7 0 0 7 0 0

基層: A S再生粗粒度

表層: A S 再生密粒度

基層: A S再生粗粒度

表層: A S 再生密粒度

基層: A S 再生粗粒度

表 層: A S 再生密粒 度

7
7
0

2
2
0

6
5
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

7
2
0

1
0
0

1
7
0

6
5
0

4 7 56 0 04 7 5

1 4 3 1

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

4
7
0

8
2
0

6 0 07 0 0

1 4 3 1

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

7 0 0

7
2
0

1
0
0

1
0
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

4
7
0

8
2
0

4
6
0

2
2
0

4
6
0

2
2
0

1
7
0

6
5
0



1 : 1 0 0配管詳 細図3 - 2
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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

配 管 詳 細 図 3 - 2口 径
曲 管 角 度

9 0≧θ ＞ 4 5 4 5 ≧θ ＞ 2 2 . 5

Ｔ 字 管 部

本 管 枝 管

管 端 部

仕 切 弁 部

φ 2 0 0 4 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 5 . 5 m

2 2 . 5 ≧θ

1 . 0 m

9 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 mφ 1 0 0 1 . 0 m

φ 7 5 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 7 . 5 m1 . 0 m

測 点 短 距 離 追 加 距 離

0 . 0

1 6 . 11 6 . 1

A - 1 7

1 9 . 13 . 0

A - 1 8

A - 1 9

平 面 図
S = 1 : 1 0 0

凡 例

配 水 管

新 設 管

N T T

池田川

池田川橋 ( L = 1 0 . 4  W = 2 . 0 + 6 . 0 + 2 . 0 )

至 　四万 十市街至　宿毛

配
管
詳
細
図
3 - 1

既設配水管φ2 0 0

既設配水管φ1 0 0

A

A - 1 7

A - 1 6

配
管
詳
細
図
3 - 1

( D I P . G Xφ
2 0 0 )

A - 1 7

A

S = N O N

管 割 図

( 2-1 )

1 . 5 1 7

( 1 )

(
2
-
2
)

0
.
5
9
2

(
4
-
2
)

0
.
9
0
3

( 4 - 1 )

1 . 1 0 2

( 3 - 1 )

4 . 0 0 0 5 . 0 0 0

G X 形ライナ φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

G X形曲管 φ 2 0 0 × 9 0 °  L = 0 . 7 5 0 m

G X 形曲管 φ 2 0 0× 9 0 °  L = 0 . 7 5 0 m

G X形ライナ φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

G X 形受挿しソフトシール仕切弁 φ 3 0 0  L = 0 . 7 0 0 m

G X 形二受T字管 φ 3 0 0×φ2 0 0  L = 0 . 6 5 0 m  H = 0 . 2 3 5 m

A - 1 8

G X 形両受短管 φ 2 0 0  L = 0 . 0 2 0 m

G X 形曲管 φ 2 0 0× 9 0 °  L = 0 . 7 5 0 m

G X形曲管 φ 2 0 0 × 9 0°  L = 0 . 7 5 0 m

G X 形ライナ φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

配管詳細図 3 - 3

A - 1 9

A - 1 8

S = 1 : 5 0

下 越 し 詳 細 1

A
-
1
8

A
-
1
9

A
-
1
8
+
1
.
5
m

A
-
1
8
-
0
.
9
m

配 管詳細図3 - 3

( D I P . G X φ 2 0 0 )

(
5
-
2
)

0
.
7
3
5

G X 形曲管  φ 2 0 0× 9 0 °  L = 0 . 7 5 0 m

A - 1 9

G X形ライナ φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

G X形受挿し片落 管 φ 3 0 0 ×φ2 0 0  L = 0 . 5 2 0 m

G X 形フランジ付T 字管( 7 . 5 K )  φ 2 0 0 ×φ 7 5  L = 0 . 4 7 0 m

不凍急排型空気弁( S U S 3 0 4 、 7 . 5 K )  2 5

G X 形ライナ φ2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

(
5
-
1
)

0
.
9
2
0

G X 形両受曲管 φ 2 0 0× 2 2 ･ 1 / 2 ° ( V B )  L = 0 . 1 6 0 m

( A - 1 8 + 1 . 5 m ) 既設管φ2 0 0 , H = 0 . 6

下越し 詳細1

(※土被り調整 )

( ※土被 り調整)

( ※土被り調整)

(※土被り調整 )

県道3 4 6 号中村下ノ加江線

D
I
P
.
G
X
 
2
0
0
 
L
=
2
.
6
m

土
工

断
面

3
-
1
2
 
H
=
1
.
0
 
L
=
1
.
9
m

土
工

断
面

3
-
1
1
 
H
=
1
.
0
 
L
=
2
.
0
m

既設鋳鉄管φ2 0 0 撤去工 L = 1 1 . 0 m (既設鋳鉄管φ2 0 0 切断工 7口 )

( ※配管切替後、既設管撤去)

左 岸 土 被 り 調 整 部
S = 1 : 1 0 0

右 岸 土 被 り 調 整 部
S = 1 : 1 0 0

歩道車道 歩道車道

9 0 ° ( H B )

番 号 口 径 切 管 組 み 合 わ せ 有 効 長

※ 　 は 切 断 位 置

残 管 長 計 切 断 管 種

鋳鉄管切管調書

2 0 0

2 . 0 0 5 2 . 9 9 5 5 . 0 0 0 2

S 種( 2 )

2 0 0

2 . 1 0 9 2 . 8 9 1 5 . 0 0 0 2

S 種( 4 )

( 1 ) 2 0 0 5 . 0 0 0 0 . 0 0 0 5 . 0 0 0 0 S 種

( 1 )

5 . 0 0 0

4 . 0 0 0

( 3 - 1 )

1 . 1 0 2

( 4 - 1 )

0 . 9 0 3

( 4 - 2 )

4 . 0 0 0 1 . 0 0 0 5 . 0 0 0 12 0 0 S 種( 3 )

G X . D C I P φ 2 0 0 : 直管 L = 5 . 0 0 0 m

1 . 6 5 5 3 . 3 4 5 5 . 0 0 0 22 0 0 S 種( 5 ) 0 . 9 2 0

( 5 - 1 )

0 . 7 3 5

( 5 - 2 )

1 . 5 1 7

( 2 - 1 )

0 . 5 9 2

( 2 - 2 )

仕切弁ボックス φ 3 0 0 用  H = 1 0 0 0 用

1
.
0

H
I
V
P

0
.
4

H
I
V
P

H I V P

1 . 0

H I V P

0 . 4

H I V P

0 . 5

H I 金属入バルブソケット φ 5 0

H Iエルボ φ 5 0× 9 0 ° ( V B )

H I エルボ φ 5 0× 9 0 ° ( V B )既設側溝削孔 既設水路へドレン

H I エルボ φ5 0 × 9 0 ° ( V B )

H Iエルボ φ 5 0 × 9 0 ° ( V B )

土
工

断
面

3
-
1
7
 
H
=
0
.
6
 
L
=
2
.
5
m

G X 形管用栓(異形管用)  φ 3 0 0

掘 削 断 面 図

掘削 時 仮復旧

S
=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

入替砕石( R C - 4 0 )

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

埋設表示シート

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

本復旧

埋設表示シート

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6  φ 2 0 0

土工断面3 - 5

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

S = 1 : 2 0

土 工断面3 - 1 1

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 1 . 0  φ 2 0 0

土工断面3 - 1 2

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 1 . 0  φ 3 0 0

掘削 時 仮復旧

入替砕石( R C - 4 0 )

路盤工 ( M - 3 0 )

A S 再生密粒 度

埋設表示シート

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

本 復旧

埋設表示シート

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

S
=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

掘 削時 仮 復旧

入替砕石 ( R C - 4 0 )

路盤工( M - 3 0 )

A S再 生密粒度

埋設表示シート

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密 粒度

本 復旧

埋設表示シート

φ 3 0 0

配 水 管

D I P . G X

S
=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

土工断面3 - 1 7

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6  φ 5 0

掘削時 仮 復旧

S
=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

入替砕石( R C - 4 0 )

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

埋設表示シート

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生 密粒度

本復旧

埋設表示シート

φ 5 0

保護砂 (転 圧有)

( A R ケミカルセッターA P - 1 6 又は同等品 )

φ 2 0 0 用 管 受 金 具 詳 細 図
S = 1 : 1 0

※使用 鋼材は、全てS U S 3 0 4 とすること 。

※現 地設置箇所 確認の上 、管受金具 を作成す ること。

6組(標 準支持間隔@ 2 . 0 m以 内 )

φ 2 0 0

断 面 図
S = 1 : 5 0

歩道
車道

新設管 φ2 0 0

既設管φ2 0 0

※管種 は、G X形ダクタイ ル鋳鉄管S種管 (粉体 塗装)を使用す る事。

※ダクタイル鋳 鉄管の切 口加工部 は、切管端 面部を専 用塗料で 塗装する事。

※道路埋設部 には、埋設 表示シー トを布設 する事。

※異形管挿し口 を接合す る直管受 け口及び、 表に示す 一体化長 さの範囲内に

※ダクタイル鋳 鉄管、異 形管類は ポリエチレ ンスリー ブで被覆 する事。

ある直 管受口に はG X形ライナを 設置する事 。

※既設管の管種 ・口径・ 深度・位 置等は推定 のため、 試掘を行 い確認する事。

合 計 10.23 1 7

削孔径 6 0 m m 、削孔深さL = 1 5 0 m m

G - L i n k

1
0
0
0

3 0 0 0

6
0
0

6
0
0

1 5 0 0 1 5 0 0 8 7 5

露出配管 L = 1 3 . 0 m (吊足場工 1 0 . 4 m × 1 . 5 m＝ 1 5 . 6 m 2 )

D I P . G X  2 0 0  L = 1 7 . 0 m

土工断面3 - 5  H = 0 . 6  L = 2 . 2 m土工断面3 - 1 1  H = 1 . 0  L = 1 . 9 m

D
I
P
.
G
X
 
3
0
0
 
L
=
1
.
2
m

1 8 0 0 1 8 0 0 1 2 0 0 2 0 0 0 2 0 0 0

φ 2 0 0 用管受金具- 6組 (標準支持間隔@ 2 . 0 m以内)

2 5 0

7 5 0

1 0 0 0

1 0 5 2

6
0
0

2 5 0

7 5 0

1
3
6 3

1 0 0 0

1
0
0
0

9 0 ° - 2 9 0° - 2

ド
レ

ン
：

H
I
V
P
φ

5
0
 
L
=
3
.
3
m

2 5 0 6 0 0 2 5 0

6 0 0

6
8
0

4
0

1
0
0

8
2
0

1 1 0 0

6
0
0

2 5 0 6 0 0 2 5 0

1 1 0 0

1
0
0 4
0

1
4
0

6
8
04

6
0

2
2
0

1
1
03
0

3 7 5 6 0 0 3 7 5

6 0 0

1
0
8
0

4
0

1
0
0

1
2
2
0

1 3 5 0

1
0
0
0

3 7 5 6 0 0 3 7 5

1 3 5 0

1
0
0 4
0

1
4
0

1
0
8
08
6
0

2
2
0

1
1
03
0

4 0 0 7 0 0 4 0 0

7 0 0

1
1
8
0

4
0

1
0
0

1
3
2
0

1 5 0 0

1
0
0
0

4 0 0 7 0 0 4 0 0

1 5 0 0

1
0
0 4
0

1
4
0

1
1
8
0

8
6
0

3
2
0

1
1
03
0

2 5 0 6 0 0 2 5 0

6 0 0

6
2
0

4
0

1
0
0

7
6
0

1 1 0 0

2 5 0 6 0 0 2 5 0

1 1 0 0

1
0
0 4
0

1
4
0

1
1
03
0

1
6
0

6
0
0

3
6
0

2
6
0

2
2
0

2
2
0

3
2
0

1 3 0 3 2 0

1 3 0 2 4 0 8 0

4 5 0

2 5 0 2 0 0

4 5 0

1
3
0

2
7
0

4
0
0

3 0 3 5

6 5 6

ケミカルアンカー M 1 6 × 1 8 0 L

長 穴 -φ 1 8 × 3 0キ リ

ゴム板  3 × 5 0

P L - 6 t

C 2 0

L - 6 5× 6 5 × 6

穴 -φ 2 0 キリ

Uボル ト M 1 6 × D C I P 2 0 0 A

1
5
0

2
0
0

5
0

4
0
0

3
0 3

5

6
5

6

4 5 0



1 : 5 0 0配 管 詳 細 図 3 - 3 ( 1 )
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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

配 管 詳細 図 3 - 3 ( 1 )
※管種 は、G X形ダクタイ ル鋳鉄管S種管 (粉体 塗装)を使用す る事。

※ダクタイル鋳 鉄管の切 口加工部 は、切管端 面部を専 用塗料で 塗装する事。

※道路埋設部 には、埋設 表示シー トを布設 する事。

※異形管挿し口 を接合す る直管受 け口及び、 表に示す 一体化長 さの範囲内に

※ダクタイル鋳 鉄管、異 形管類は ポリエチレ ンスリー ブで被覆 する事。

ある直 管受口に はG X形ライナを 設置する事 。

※既設管の管種 ・口径・ 深度・位 置等は推定 のため、 試掘を行 い確認する事。

口 径
曲 管 角 度

9 0 ≧θ ＞ 4 5 4 5 ≧θ ＞ 2 2 . 5

Ｔ 字 管 部

本 管 枝 管

管 端 部

仕 切 弁 部

φ 2 0 0 4 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 5 . 5 m

2 2 . 5 ≧θ

1 . 0 m

9 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 m1 . 0 mφ 1 0 0 1 . 0 m

φ 7 5 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 1 . 0 m 7 . 5 m1 . 0 m

平 面 図
S = 1 : 5 0 0

測 点 短 距 離 追 加 距 離

0 . 0

2 0 . 3 m2 0 . 3 m

A - 1 9

A - 1 9 + 2 0 . 3 m

※ A - 2 1以降、歩 道にオフセ ットした位置 に測点を設 置している ため注意する事。

高知トヨペット

パ チコ

池 田川

馬場川

A - 1 7

A - 1 6

A - 2 1

A - 2 2

A - 2 1

A - 2 4

A - 2 5

A - 2 6

A - 2 7

A - 2 8

H

A - 2 3

A - 1 8

凡 例

配 水 管

新 設 管

N T T

配管詳
細図 3 -

2 配 管 詳 細 図 3 -
1

高橋橋  L = 7 . 4  W = 7 . 8 ( 0 . 3 , 0 . 4 )

池田川橋 L = 1 0 . 4  W = 2 . 0 + 6 . 0 + 2 . 0

A
-
1
9

A
-
2
8
+
2
.
0
m

区画線復旧( W = 1 5 0 ,白 )  L = 1 2 6 . 7 m区画線復旧( W = 1 5 0 ,白 )  L = 4 7 . 8 m

A
-
2
5
+
2
7
.
0
m

区画線復旧(黄 ,道路標示) 4 0  L = 2 3 . 7 m

歩道橋 L = 6 . 9  W = 2 . 0

3

3

4

4

A - 2 0

施 工 済

A
-
1
9
+
2
0
.
3
m

土工断面3 - 4  H = 0 . 6  L = 2 0 . 3 m

A - 1 9

配
管

詳
細

図
3
-
2

(
D
I
P
.
G
X
φ

2
0
0
)

A - 1 9

( 1 )( 2 )( 3 )1 . 9 8 2

A - 2 2

A - 2 2 A - 2 1

既 設 配 水 管 D C I P φ 2 0 0

H = 0 . 6 m

S = N O N

管 割 図
番 号 口 径 切 管 組 み 合 わ せ 有 効 長

※ 　 は 切 断 位 置

残 管 長 計 切 断 管 種

鋳鉄 管切管調書

2 0 0( 4 )

( 1 ～ 3 ) 2 0 0 5 . 0 0 0 0 . 0 0 0 5 . 0 0 0 0 S 種

( 1 ～ 3 )

5 . 0 0 0

G X . D C I Pφ 2 0 0 :直管 L = 5 . 0 0 0 m

令 和 5 年 度 施 工 済 区 間

( D I P . G X φ 2 0 0  H = 0 . 6 5 )

( 4 - 1 )

4 . 4 9 1

A - 2 0

A - 2 1

A - 1 9 + 2 0 . 3 m

G X 形 ラ イ ナ  φ 2 0 0  L = 0 . 0 3 9 m

G X 形 継 ぎ 輪  φ 2 0 0  L = 0 . 2 5 0 mメ カ 形 キ ャ ッ プ ( 鋳 鉄 管 用 )  φ 2 0 0  撤 去

S 種4 . 4 9 1

( 4 - 1 )

4 . 4 9 1 0 . 5 0 9 5 . 0 0 0 1

( 本舗装復 旧工事区 間)(本舗装復旧工事区間 )

区画線集計(配管詳細図3 - 3 )

区 画 線 ( 白 色 、 W 1 5 0 ) 　 L = 4 7 . 8 + 1 2 6 . 7 ＝ 1 7 4 . 5 m

区 画 線 ( 黄 色 、 道 路 標 示  4 0 ) 　 L = 2 3 . 7 m

合 計 0. 509 1

G - L i n k

土工断面3 - 1 4  L = 4 7 . 8 m

令和 5年度施工済区 間(※仮舗装区 間、本舗装 復旧工事を 行う) D I P . G X  2 0 0  L = 1 9 . 8 m

土工断面3 - 1 3  L = 1 2 6 . 7 m



1 : 2 0配 管 詳 細 図 3 - 3 ( 2 )
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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

S = 1 : 2 0
※県道 横断部の舗装復 旧幅について 、W = 2 . 0 mを標準とす る。
※縦断占用する 場合の復旧 幅Ｗは、 1車線分もし くは自歩道 全幅以上とする。

掘 削 断 面 図

配 管 詳細 図 3 - 3 ( 2 )

※県道車道埋設深 度は、舗装厚+ 0 . 3 m確保する。( H = 0 . 6 5 m )
※県道歩 道埋設深度は 、最小土被りの H = 0 . 6 mする。

県道 車道縦断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 5  φ 2 0 0

土 工断面3 - 1 3

県道  車道縦断部 A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 5  φ 2 0 0

土工断面3 - 1 4

県道  歩道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6  φ 2 0 0

土工断面3 - 4

掘削時 仮復旧

路盤工(M - 30 )

A S再生密粒度

埋設表示シート

入替砕石( R C - 4 0 )

本復旧(歩道全面復旧)

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

埋設表示シート

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

本復旧( 1車 線復旧)

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

掘削 時 仮復旧

AS再生密粒度

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(RC - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(RC - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

本復旧( 1 車線復旧 )

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

掘 削時 仮復 旧

AS再生密粒度

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(RC - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(RC - 40 )

1 3 7 4

1 2 0 1

φ 2 0 0

配 水 管

D I P . G X

上層路盤工(M - 3 0 )

下層路盤工(R C - 4 0 )

埋設表示シート

入替砕石(R C - 4 0 )

1 3 7 4

1 2 0 1

（ 本復旧のみ実施、A S舗装片切）（本 復旧のみ実 施、A S舗装片 切）

6 0 0

3
0

1
1
0

8
2
0

6 0 0

6
8
0

2
2
0

6
0
0

1
0
0 4
0

1
4
0

W = 1 6 0 0 ( 自歩道全幅平均)

7
8
0

4
0

W = 3 8 0 0 ( 一車線幅平均)

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

1 6 5 0

5 2 56 0 05 2 5

1 4 8 9

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

7
7
0

1
0
0

2
2
0

6
5
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

5 2 56 0 0

1 4 8 9

7
7
0

5
0 5
0

2
2
0

6
5
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

5 2 5

基層 : A S 再生 粗粒度

表層: A S再 生密粒度

W = 3 3 0 0 (一車線 幅平均)

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

1 6 5 0

5 2 56 0 05 2 5

1 4 8 9

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

7
7
0

1
0
0

2
2
0

6
5
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

5 2 56 0 0

1 4 8 9

7
7
0

5
0 5
0

2
2
0

6
5
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

5
2
0

8
7
0

5 2 5

基層 : A S 再生粗粒度

表層 : A S 再生密粒 度



1 : 1 0ボッ クス標 準図

8

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

消 火 栓 標 示 線 参 考 図
S = 1 : 2 0

区画線(黄色)  W = 0 . 1 5 m  L = 3 . 4 m

黄色

ボ ッ クス 標 準 図
S = 1 : 1 0

消 火 栓 ボ ッ ク ス （ 角 型 ）円 形 1 号  H = 1 0 0 0 用 ( φ 3 0 0 )

鉄蓋(ネジ式)

底板

上下部壁

変換ｱ ﾀ ﾞ ﾌ ﾟ ﾀ ｰ

鉄蓋

調整リング

調整リング

上下部壁

底板

1 0 0 0

1
0
0
0

1 5 07 0 01 5 0

1
5
0

7
0
0

1
5
0

1
5
0

4
9
6
～

5
9
5

6
0

3
0

2
5
6
～

3
5
5

7 0 0

5 4 3 . 6 × 3 4 3 . 6

5 6 0 × 3 6 0

8
0

1
0
0

5
0

5
0

2
0
0

4
8
0



1 : 1 , 0 0 0給 水 管 詳 細 図 3 ( 1 )
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工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

給 水 管 詳 細図 3 ( 1 )

S = 1 : 1 , 0 0 0
平 面 図
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８
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１
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1 0

フジ グラン四万十

2

※監督職員と 協議の上 、施工す ること。

※既設給水管埋 設位置及 び口径は 推定のため 、現地調 査を十分 に行うこと。

令和5年度施工済区間

令和7年度施工区間

令和4年度施工済区間



1 : 2 0給 水 管 詳 細 図 3 ( 2 )

1 0

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

給 水 管 詳 細図 3 ( 2 )
※監督職員と 協議の上 、施工す ること。

※既設給水管埋 設位置及 び口径は 推定のため 、現地調 査を十分 に行うこと。

掘 削 断 面 図
S = 1 : 2 0

標 準 図
S = N O N

※差込み(ワンタッチ式)継手には、樹脂製インコアを設置す ること。

標 準 図
S = N O N

密着コア

サドル分水栓( D I P用 )

伸縮可とう離脱防止継手　ソケット

差込み(ワンタッチ式) 継手:エルボ

差込み(ワンタッチ式) 継手:エルボ

差込み(ワンタッチ式)継手:分・止水栓

甲型止水栓

差込み(ワンタッチ式)継手:分・止水栓

止水栓ボックス H = 6 0 0 用

差込み( ワンタッチ式)継手 :分・止水栓

既設給水管

私 有地

県 道  歩 道  A S 舗 装 ( 両 切 )  H = 0 . 6  φ 2 0 ( 推 定 )

保護砂(転圧有)

掘 削時 仮復旧

路盤工(M-30)

AS再生密粒度

入替砕石( R C - 4 0 )

土 工 断 面 E

本管仮舗装

N O

5

6

7

8

9

1 0

本 管

2 0 0

2 0 0

2 0 0

2 0 0

2 0 0

2 0 0

給 水 管

( 推 定 )

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

材 料

サ ド ル 分 水 栓 ( D I P 用 )

形 状 寸 法

2 0 0 × 2 0

2 0 0 × 2 0

2 0 0 × 2 0

2 0 0 × 2 0

2 0 0 × 2 0

2 0 0 × 2 0

数 量 ( ケ )

1

1

1

1

1

1

水道用 ポリエ チレン二 層管

形 状 寸 法

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

数 量 ( m )

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0

差込み ( ワ ン タ ッ チ 式 ) 継手

分・ 止 水栓 用 ソケッ ト

形 状 寸 法

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

数 量 ( ケ )

3

3

3

3

3

3

差込 み ( ワ ン タ ッ チ式 ) 継手

エ ルボ

形 状 寸 法

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

数 量 ( ケ )

2

2

2

2

2

2

差込 み ( ワ ン タ ッ チ式 )継 手

P E - H I ソ ケ ッ ト

形 状 寸 法

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

数 量 ( ケ )

1

1

1

1

1

1

樹 脂 製 イ ン コ ア

形 状 寸 法

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

数 量 ( ケ )

8

8

8

8

8

8

甲 止 水 栓

形 状 寸 法

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

2 0

数 量 ( ケ )

1

1

1

1

1

1

止 水 栓 ボ ッ ク ス

形 状 寸 法

H = 6 0 0 用

H = 6 0 0 用

H = 6 0 0 用

H = 6 0 0 用

H = 6 0 0 用

H = 6 0 0 用

数 量 ( ケ )

1

1

1

1

1

1

掘 削

土 工 断 面 E

延 長 ( m )

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0

2 . 0

土 工 断 面 B

延 長 ( m )

-

-

-

-

-

-

2 2 0 0 4 0 2 0 0 × 4 0 - 4 0 1 . 0 4 0 - 4 0 2 4 0 - 4 0 4 4 0 - H = 6 0 0 用 - 1 . 0 -

県 道  歩 道  A S 舗 装 ( 両 切 )  H = 0 . 6  φ 4 0

土 工 断 面 B

本 復旧

保護 砂(転圧有)

掘 削時 仮復旧

路盤工(M-30)

AS再生密粒度

入替砕石( R C - 4 0 )

φ 4 0

路盤工( M - 3 0 )

A S再 生密粒度

路盤工( M - 3 0 )

A S再生密粒度

樹脂製インコア -  1 ケ 樹脂製インコア -  1ケ

樹脂製インコア -  2ケ

樹脂製インコア -  2ケ

樹脂製インコア -  1 ケ

P E ×鋼管

※ N O . 2 給 水 に つ い て 、 令 和 4 年 既 設 給 水 管 直 近 ま で 配 管 済 ( 既 設 配 水 本 管 φ 2 0 0 廃 止 後 、 切 替 を 行 う )

形 状 寸 法

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

4 0 1

数 量 ( ケ )

伸 縮 可 と う 離 脱防 止 継 手

ソ ケ ット ( P E ×鋼 管 )

本復旧

止 水 栓 ボ ッ ク ス 標 準 図
S = 1 : 1 0

φ 2 0 ( 推定)

φ 2 0

密着コア

サドル分水栓( D I P 用 )

差込み( ワンタッチ式)継手: P E - H I ソケット

差込み( ワンタ ッチ式)継手: エルボ

差込み( ワンタ ッチ式)継手: エルボ

差込み(ワンタッチ式)継手:分・止水栓

甲型止 水栓

差込み( ワンタッ チ式)継手: 分・止水 栓

止水栓ボック ス H = 6 0 0 用

差込み(ワンタッチ式 )継手: 分・止水栓

既設給水管

私 有地樹脂 製インコア -  1ケ 樹脂製インコア  -  1 ケ

樹脂製インコ ア -  2 ケ

樹脂製インコ ア -  2 ケ

樹脂製インコア -  1 ケ

樹脂製インコア -  1 ケ

φ 4 0

R 4 施工済 R 7 新設

6 0 0

3
0

6
0
0

3
0

1
1
0

3
6
0

7
3
0

6 0 0

1
0
0

3
0

1
0
0

7
0
0

6 0 0

4
0

6
0
0

3
0

1
1
0

3
6
0

7
5
0

6 0 0

1
0
0

5
0

1
0
0

7
1
0

1
0
0 4
0

6 0 0

1
4
0

1
0
0 4
0

6 0 0

1
4
0

2 2 0

6
0
0

1
3
5

φ 1 6 5

φ 1 9 8



1 : 1 , 0 0 0既設 管廃止図- 1

1 1

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

既 設 管 廃 止 図 - 1

※ 充填距離の1スパ ンは1 0 0 m程度 とすること。
※ 充填が困 難な場合 は充填距 離を短く すること 。
※ 既設管の 管種・口 径等は推 定のため、 試掘を行 い確認す ること。

凡 例

既 設 管

新 設 管

フジ グラン四万十

S = 1 : 1 , 0 0 0

平 面 図

1

2

3

4

分岐3 ( V P φ 7 5 )

分岐4 ( V P φ 7 5 )

5

6

7

※ 監督職 員と協議 の上、施 工するこ と。

分岐1 ( D C I P φ 1 5 0 )

分岐 2 ( V P φ 1 5 0 )

既設管内エアミルク充填工 1 3
. 0 m

3＝ 0 . 2
m× 0 . 2 m

× 3 . 1
4÷ 4× 4 1 4

m (φ
2 0 0

 L＝
4 2 5 m

- 1 1 m
(橋梁露出撤去管)≒ 4 1 4 m

)



N O N既設 管廃止図- 2

1 2

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

既 設 管 充 填 標 準 図 ( 本 管 )
S = N O N

既設管φ2 0 0

H = 0 . 6 ( 推定)

G L

メカ形キャップ( 5 0 A プラグ付)

H I バルブソケット φ 5 0

0 . 3

0 . 1

0 . 4

H I エルボ φ 5 0 × 9 0°

塩ビ製ボールバルブ φ 5 0

T S キャップ φ 5 0

止水栓ボックス

注入口

止水栓ボックス

T S キャップ φ 5 0

塩ビ製ボールバルブ  φ 5 0

0 . 1

0 . 3

0 . 4

H Iエルボ φ 5 0 × 9 0°

H I バルブソケット φ 5 0

メカ形キャップ( 5 0 Aプラグ付)

流出口

0 . 3

0 . 1

0 . 4

注入口

既 設 管 充 填 標 準 図 ( 分 岐 )
S = N O N

既設管φ1 5 0～φ 7 5

H = 1 . 0 ( 推定)

G L

止水栓ボックス

T S キャップ φ 5 0

塩ビ製ボールバルブ  φ 5 0

0 . 1

0 . 3

0 . 8

流出口

既 設 管 廃 止 図 - 2

※ 充填距離の1スパ ンは1 0 0 m程度 とすること。
※ 充填が困 難な場合 は充填距 離を短く すること 。
※ 既設管の 管種・口 径等は推 定のため、 試掘を行 い確認す ること。

※ 止水栓ボ ックスは 施工後 撤去する こと。

項 目

メカ形 キ ャップ

H I バ ル ブ ソケッ ト

H I エ ル ボ

H I V P

塩ビ製ボ ー ルバル ブ

T S キャ ッ プ

止水栓 ボ ックス

土 工断面 1

土 工断面 2

項 目

メカ形 キ ャップ

メカ形 キ ャップ

H I バ ル ブ ソケッ ト

H I エ ル ボ

H I V P

塩ビ製ボ ー ルバル ブ

T S キャ ッ プ

止水栓 ボ ックス

土 工断面 3

土 工断面 4

規 格

φ2 0 0 ( 鋳 鉄 用 )

φ 5 0 ( 塩 ビ 用 )

φ 5 0 × 9 0 °

φ 5 0

φ 5 0

φ 5 0

H = 3 0 0 用

県道  歩 道  H = 0 . 6  φ 2 0 0

市道  車 道  H = 1 . 0  φ 2 0 0

規 格

φ1 5 0 ( 鋳 鉄 用 )

φ 7 5 ( 塩 ビ 用 )

φ 5 0 ( 塩 ビ 用 )

φ 5 0 × 9 0 °

φ 5 0

φ 5 0

φ 5 0

H = 3 0 0 用

県道  車 道  H = 1 . 0  φ 1 5 0

市 道  車 道  H = 1 . 0  φ 7 5

1

注 入 口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

分岐 1

流 出 口

-

1 . 0

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

2

流 出 口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

2 . 0

分 岐 3

流 出口

2 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

注 入口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

分 岐 4

流 出 口

-

1 . 0

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

3

流 出 口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

合 計

2 . 0

-

4 . 0

4 . 0

4 . 8

4 . 0

4 . 0

4 . 0

2 . 0

2 . 0

4

注入口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

5

流出 口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

2 . 0

注入 口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

6

流 出口

1 . 0

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

7

流 出口

-

1 . 0

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 0

1 . 0

1 . 0

合 計

8 . 0

9 . 0

9 . 0

7 . 6

9 . 0

9 . 0

9 . 0

8 . 0

1 . 0

※ 監督職 員と協議 の上、施 工するこ と。

県道 車道  A S舗装 (両切 )  H = 1 . 0 (推定 )  φ 1 5 0

掘 削 断面 図
S = 1 : 2 0

掘削 時 仮復 旧

入替砕石( R C - 4 0 )

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

本復旧

φ7 5

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 1 . 0 (推定 )  φ 7 5

土工断面4

(
推

定
) S

=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

土 工断面 3

県道  歩道  A S舗装 (両切 )  H = 0 . 6 (推定 )  φ 2 0 0

掘削時 仮復旧

路盤工(M- 3 0 )

A S再生密粒度

入替砕石 ( R C - 4 0 )

本復旧

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

埋設表示シート

(
推

定
)

土 工断面 2土工断面 1

市道  車道  A S舗装 (両切 )  H = 1 . 0 (推定 )  φ 2 0 0

掘削時 仮復旧

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

S
=
1
:
0
.
3 S

=
1
:
0
.
3

入替砕石( R C - 4 0 )

路盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

本復旧

φ 2 0 0

(
推

定
)

φ 2 0 0

φ 1 5 0

掘削時 仮 復旧

AS再生密粒度

上層路盤工(M- 3 0 )

下層路盤工(R C - 4 0 )

埋設表示シート

1 7 2 0

1 5 4 7

入替砕石(RC - 4 0 )

本復 旧

φ1 5 0

入替砕石(RC - 4 0 )

下層路盤工(R C - 4 0 )

埋設表示シート

15 4 7

上層路盤工(M - 3 0 ) 1 7 2 0

(
推

定
)

(
推

定
)

メカ形キャップ( 5 0 A プラグ付 )

H I バルブソケット φ 5 0

H I エルボ φ 5 0 × 9 0°

既設管φ1 5 0 ～φ 7 5

H = 1 . 0 ( 推定 )

メカ形キャップ( 5 0 Aプラグ付)

分 岐 2

流 出 口

1 . 0

1 . 0

1 . 2

1 . 0

1 . 0

1 . 0

2 . 0

1 . 0

配 合 条 件 セ メ ン ト ： 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト （ 比 重 ＝ 3 . 1 6 ）

起 泡 剤 ： エ ス コ ー ト K （ 比 重 ＝ 1 . 1 6 ）

フ ロ ー 値 ： 2 0 0 ± 2 0 m m （ φ 8 × 8 c m の 円 筒 に よ る 広 が り ）

エ ア ー ミ ル ク 配 合 表 （ 参 考 ）

水 ｾ ﾒ ﾝ ﾄ 比 ( % )

6 7 . 3

空 気 量 ( % )

7 0

単 位 ｾ ﾒ ﾝ ﾄ 量 ( k g )

3 0 0

単 位 水 量 ( k g )

2 0 2

起 泡 剤 ( k g )

3 . 5

単 位 容 積 質 量 ( K g / L )

0 . 5 0 6

圧 縮 強 度 2 8 日  N / m m 2

1 . 0

※ 起 泡 剤 の 添 加 量 は 水 セ メ ン ト 比 に 含 ま な い 。

※ 配 合 条 件 に よ り 製 品 及 び 仕 様 を 指 定 す る も の で は な い が 、 下 記 条 件 を 満 足 す る も の と す る 。

条件：28日圧縮強度は1.0（N/mm2）以上となること。

1 0 0 m 程度

3 5 0 6 0 0 3 5 0

6 0 0

9
5
0

4
0

1
0
0

1
0
9
0

1 3 0 0

1
0
0
0

3 5 0 6 0 0 3 5 0

1 3 0 0

1
0
0 4
0

1
4
0

6 0 0

3
0

1
1
0

8
2
0

6 0 0

4
0

6
8
0

2
2
0

6
0
0

1
0
0 4
0

6 0 0

3
0

1
1
0

6 0 0

1
0
8
0

1
0
0 4
0

1
0
0
0

3
0

1
1
0

8
6
0

2
2
0

1
2
2
0

3 7 5 6 0 0 3 7 5

1 3 5 0

1
0
0 4
0

1
4
0

1 3 5 0

1
4
0

7
8
0

8
6
0

9
0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

2 0 0 0

1
0
7
0

1
0
0

7 0 06 0 07 0 0

1 8 3 6

3
0

7
0

1
0
0

1
5
0

8
2
0

1
1
7
0

1
7
0

1
0
0
0

基層 : A S 再生粗粒度

表 層: A S 再生密粒度

2 0 0 0

6
0
°

以
下

6
0
°

以
下

6 0 07 0 0

1 8 3 6

7 0 0

1
0
0
0

1
0
7
0

1
0
0

1
7
0

5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

8
2
0

1
1
7
0



1 : 1 , 0 0 0既設 管廃止図- 3

1 3

工事 種別

図面 名称

工事 箇所

設計 種別

事務 所名

会 社名

令 和 ６ 年 度 　 基 幹 工 第 ６ 号

高 知 県 　 四 万 十 市 　 具 同

四 万 十 市 　 上 下 水 道 課

1 3

路 線河川 名

縮 尺

県道3 4 6 号中村下ノ 加江線

番 号

図 面

四 　 万 　 十 　 市

実 施設計 図

具 同 地 区 具 同 基 幹 管 路 布 設 替 工 事 （ 繰 越 ）

S = 1 : 1 , 0 0 0
平 面 図

フジグラ ン四万十

既設仕切弁蓋撤去  2 箇所

( 分岐バルブ2 )

既設仕切弁蓋撤去 2箇所

(本管バルブ＋分岐バルブ )

既 設仕切弁蓋撤去 2 箇所

(分岐 バルブ2 )

既設消火 栓蓋撤去 1 箇所

既設仕切弁蓋撤 去 1箇所

( 本管バ ルブ)

既 設仕切弁蓋撤去 1 箇所

(分岐 バルブ)

既 設 管 廃 止 図 - 3
※監督職員と 協議の上 、不要な ボックス を撤去する こと。

路 盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

入替砕石

既 設 仕 切 弁 蓋 撤 去 標 準 図
S = 1 : 2 0

蓋撤 去前 蓋 撤去後

※仕切弁B O X 蓋撤去後 、B O X 内を入 替砕石にて充填処理

入替砕石( R C - 4 0 )

路 盤工( M - 3 0 )

A S 再生密粒度

既 設 消 火 栓 蓋 撤 去 標 準 図
S = 1 : 2 0

蓋撤 去前 蓋 撤去後

※消火栓B O X 蓋撤去後 、B O X 内を入 替砕石にて充填処理

(RC-40)

1 2 5 φ 2 5 0 1 2 5
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令 和 5 年 度 施 工 済 区 間

令 和 7 年
度 施 工 区 間

令 和 4 年 度 施 工 済 区 間


